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地域連携を通した木育教材の開発
─木育ワークショップに参加した学生の学びから─
田 爪 宏 二
（京都教育大学准教授）
１ ．はじめに
京都女子大学と京都刑務所の連携協定１）の一
環として，保育現場で「木育」を中心とした造
形ワークショップを行っている発達教育学部児
童学科・造形ゼミでは，京都刑務所内の作業部
門でつくられる，子どもが使用する木工玩具の
デザインを通して連携を行うこととなった。そ
れに関連した事業として，京都刑務所主催の京
都矯正展に造形ワークショップでの参加をする
こととなり，第39回京都矯正展において造形
ワークショップを開催，以降，第40回展，第41
回展と ３回の実施となる。
第39回展では，「お箸づくり」２）を実施したが，
学生のデザインを提供する機会をもつことがで
きなかった。その反省を第40回展における「木
のトレーづくり」３）で改善を行い，厳選した ５名
の学生デザインを取り入れた。しかし，木のト
レーの単価コストが高く，木地を数多くつくる
ことができなかった。そのため， ２日間ある矯
正展において １日で終了してしまう反省・課題
となってしまった。
そこで，今回は木地となる材料コストの見直
し，また学生からのデザインについての提案
（どのような年齢の方々に，どのようなデザイ
ンが好まれるのか）等を考慮しながら，木地づ
くりを作業部門と相談の上，依頼・制作するこ
ととなった。
以上をふまえ，本稿では，第41回矯正展にお
ける実践について報告するとともに，実践後に
学生たちから提出された報告書の記述について
分析を行い，「矯正展」における木育教材を通
した学生たちの学びの姿について検討すること
を目的とする。
２ ．方法
上述の点を考慮しながら，第41回矯正展では
樺材を利用した“状差し＆ペン立て”を考案し
た。11名の学生（ ４回生）がデザインを行い，
そのデザインをもとに刑務所作業部門（受刑
者）に木地の制作を依頼した。木地の数も400
人分の数を確保することができた。その木地を
矢 野 　 真
（児童学科教授）
写真 １　第39回展のお箸づくり作品
写真 ２　第40回展・木のトレーづくり木地
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使用して木育による造形ワークショップを行い，
地域住民に作品づくりを楽しんでもらうといっ
た内容を検討し，実施した。
なお，本実践における倫理的配慮に関しては，
調査協力者に対し，研究の目的及びプライバ
シーの保護等の倫理的配慮を伝え，データの使
用等について協力者及び協力機関からの同意を
得ている。
３ ．実施内容
○開催場所：第41回京都矯正展（京都刑務所）
○日時：平成30年10月27・28日の ２日間
　　　　27日（土）：10：00～16：00
　　　28日（日）：10：00～15：00
○内容：学生のデザインによる「状差し＆ペン
立て」制作（先着400名）
○参加学生：造形ゼミ ３・ ４回生と ２回生。
　　　　　21日18名，22日21名。
当日は天候にも恵まれ，地域住民の来場者が
多いことが見込まれた。第40回展で木地となる
材料不足となったように，“状差し＆ペン立て”
となる木地がどのくらいのペースでなくなるか
ということを算定し，200個ずつ ２日間に分け
て行うこととした。
〈実施 １日目・27日〉
“状差し＆ペン立て”の制作過程は，参加者
が状差しとなる箇所を自由に決め，鋸を使って
切り込みを入れる。そして，用意した鉋（かん
な）や木工やすりを使って角を丸め，最後に紙
やすりを使って仕上げるといった過程である。
実施 １日目，開始から ４時間後には200個用
意した“状差し＆ペン立て”の木地がなくなっ
てしまったため， ２日目の木地から40個ほど追
加したが，それでも １時間ですべてなくなって
しまった。無料ということも影響したためか，
参加者が途切れることがなく，参加者の多くが
楽しく制作に取り組んでいる様子を窺うことが
できた。参加した学生たちも，普段接する幼児
だけでなく，小学生ともかかわる機会となった。
また，大人との世代間コミュニケーションを楽
写真 ３　学生デザインの“状差し＆ペン立て” 写真 ４　鋸で切り込みを入れる
写真 ５　鉋で角を落とす
写真 ６　紙やすりで磨く
─ 135 ─
発 達 教 育 学 部 紀 要
しんでいる様子が窺われた。
〈実施 ２日目・28日〉
１日目に40個追加したため，開始から ３時間
後にすべての木地がなくなってしまった。制作
過程での時間配分を再考する反省点が挙げられ
た。しかし，制作過程のなかで参加者が普段あ
まり手にすることのない鉋を使用したことは，
参加者も楽しかった様子であり，盛況であった
ように思われる。
４ ．結果
「矯正展」における木育教材を通した学生た
ちの学びの姿について検討するため，ワーク
ショップ終了後に学生から提出された報告書を
分析した。
ワークショップは「学生が状差し＆ペン立て
のデザインを考える」→「京都刑務所の木工作
業所がそれを加工する」→「それを使って参加
者（市民）が作品を完成する」という流れで実
施されている。そこで，実践の目的に対応し，
写真 ７　全体の様子
写真 ８　完成した子どもの作品
記述の特徴を以下の視点でカテゴリー化し，さ
らにそれぞれに下位カテゴリーを生成した。
⑴　矯正展（ワークショップ）における学び
⑵　木育による作品制作（デザイン）
⑶　刑務所や受刑者（ワークショップの背景）
の印象や理解
さらに，矯正展の経験による差異を検討する
ため，矯正展を初めて経験した学生（造形ゼミ
11期生，以下 １年目）と，昨年に続き ２回目の
経験である学生（造形ゼミ10期生，以下 ２年
目）との記述を比較することとした。
以下では，この分類に沿って学生の代表的な
記述を示しながら考察を行う。
⑴　矯正展（ワークショップ）における学び
矯正展における学びは，「参加者の理解」と
「参加者への支援」「運営を通した学生同士の学
び」に大別できた。
まず，「参加者の理解」について，参加者の
道具の使用についての気づきが述べられている
（ａ，ｂ）。さらに，年齢層が広いこと（高齢者
から幼児まで）や（ｃ），別のイベントと比較
により，対象や環境の違いにより対応を変える
必要があることを実感していたことが窺われる
（ｄ）。
「参加者への支援」については，参加者との
かかわりを通して制作における支援についての
様々な気づきや学びが述べられている。 １年目
の学生の中には支援に難しさを感じている記述
も見られる（ｅ）。これに対して， ２年目の学
生においては，子どもの主体性を尊重すること
など，より教育的な配慮への気づきが述べられ
ている（ｆ）。さらに，支援を通して参加者に
矯正展の意義を伝えることの重要性を指摘する
意見も見られた（ｇ）。また，また支援を通し
て自分自身の成長を感じている記述も見られて
いる（ｈ）。
「運営を通した学生同士の学び」について，
学生は企画を運営することを通して，先輩の姿
をみたり（ｉ），学生同士で連携したりするこ
と（ｊ）の重要さを学んでいることが窺われた。
また， ２年目の学生の中には，今回の学びを次
に引き継ぎたいという記述も見られた（ｋ）。
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【学生からの報告書（抜粋）①】
（❶： １年目，❷： ２年目の学生の記述，以
下同じ）
○参加者の理解
ａ．❶子どもも多く参加し，テレビで大工さん
が使っているのを見たことがあるという子
どもがいて，大工になったような気持ちで
一生懸命に取り組む姿が見られた。普段
めったに使えないような道具を体験できる
ことが参加者の方に興味を持ってもらうこ
とにつながると学んだ。ただし，カンナも
のこぎりも刃物なので，安易に使用しては
いけないことをしっかり伝えることが大切
だと思った。
ｂ．❶ノコギリで切ることやカンナで削ること
よりも紙やすりをかけることに，皆，力を
入れていて紙やすりの回転が遅いと感じた。
ｃ．❶子どもから大人まで幅広い年齢の方々が
楽しめるブース作りの難しさがある。今回
の矯正展では，ペン立て作りを行ったが，
幼児から高齢の方までのたくさんの参加者
がみられた。工程の中で，のこぎりを使う
ことがあったが，のこぎりを使うことをこ
わがる子がいたりして，幼児には少し難し
いという印象を受けることがあった。
ｄ．❶やんちゃフェスタでも子ども広場でも反
省にあがる内容だが，環境構成をよく考え
ることと現場での問題への臨機応変な対応
の重要性を感じた。
○参加者への支援
ｅ．❶制作の際，子どもに対するノコギリの援
助がうまく伝わらず戸惑ってしまった。子
どもの身長だとノコギリの刃が真っ直ぐか
上向きにあたりスムーズに切り進まない子
が多かった。
ｆ．❷大人の参加者も子どもの参加者も私たち
が作業や注意事項の説明をする際に淡々と
説明をするよりも，なぜそうするのか，な
ぜしてはいけないのかをきちんと丁寧に説
明したほうがより理解が深まり制作の意欲
が高まっていたように感じた。また完成し
た見本を見せながら説明することでより作
業のイメージがしてもらえやすいように感
じた。
ｇ．❷参加者の方に楽しんで道具を使って木を
扱って頂くこと，また，どのように京都刑
務所と京都女子大学が連携しているかとい
うことをどちらもお伝えすることが出来て，
初めてワークショップが成功したといえる
のではないかと思う。
ｈ．❶ ４ 歳くらいからお年寄りまで幅広い年齢
層のかたと関われたことで，自身のコミュ
ニケーションの幅が広がった。
○運営を通した学生同士の学び
ｉ．❶先輩の方々が，子どもたちにわかりやす
く教え，援助している姿をみて，子どもた
ちにとって少し難しいと感じる内容であっ
ても，私たち自身がどういった援助をすべ
きなのか，しっかりと考えて適切な援助を
することで，子どもができる幅が増えるこ
とを改めて感じ，単に見守るだけでなく，
参加者が最大限に楽しめるよう，援助の仕
方を工夫することも大切であると学んだ。
ｊ．❷学生間の連携の大切さである。（中略）
案内する学生に手が空いた学生が，席が空
いたことを知らせ，参加者を案内する学生
が空いた席まで案内するということが行わ
れた。このような体制を取ることでスムー
ズに運営ができた。
ｋ．❷どのようなデザインに需要があるのかを
学べた分，来年度の矯正展で活用できるよ
うに後輩に申し送りしたいと思う。
⑵　木育による作品制作（デザイン）
作品制作に関する事柄については，「木育に
よるデザインについての学び」と「制作の充実
感」に大別できた。
まず，「木育によるデザインについての学び」
については，参加者の年齢層を踏まえることに
ついての気づきが述べられている（ａ，ｂ）。
さらに，学生同士が協力することの必要性が挙
げられている（ｃ）。 ２年目の学生の記述にお
いて特徴的なこととして，昨年の反省を踏まえ，
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デザインや工程を工夫し，より対象者に配慮し
ていることが窺われた（ｄ，ｅ，ｆ）。
「制作の充実感」については，自分自身のデ
ザインが作品になること（ｇ）や，自分のデザ
インが認められることにより，喜びや充実感を
感じていることが窺われる（ｈ，ｉ）。
【学生からの報告書（抜粋）②】
○デザインについての学び
ａ．❶年齢層を知ったうえで，デザインを検討
していくことも大切であると学んだ。
ｂ．❶今回のデザインには，大人に好まれるよ
うなデザインが多かったため，動物や乗り
物など子どもを対象にしたデザインも多め
に用意しておくべきだと学んだ。
ｃ．❶デザインを考える際に，学生同士のデザ
インの情報共有も必要になってくることも
学んだ。
ｄ．❷ペン立て & 状差しのデザインを11種類
に増やすことができ，参加者のデザインを
選択する幅が増えた。それにより，参加者
がデザインを楽しそうに選ぶ姿が昨年度よ
りも多く見られ，その中で学生と参加者と
の会話も弾んでいたように思う。
ｅ．❷昨年度は木のトレーの個数が少なかった
ことと，来客者の行う制作工程が少なかっ
たことが反省に挙げられていたことから今
年は数が量産出来るものを作りたいと考え
た。そのため，何を作るかということとデ
ザインを刑務所の方と何度も相談し，状差
し＆ペン立てに決定した。また，作業工程
が少なかったという反省点から，鉋・鋸・
やすりの ３工程を取り入れた。
ｆ．❷複雑なデザインは参加者の方に分かりに
くいという反省点を踏まえ，今回はシンプ
ルで分かりやすいデザインを学生が心がけ
たことが良い点であったのではないかと感
じた。
○制作の充実感
ｇ．❷自分がデザインしたものが作品になると
いう喜びがあった。
ｈ．❷目の前で自分のデザインしたものを選択
していただいたり，「素敵なデザインだね」
と言葉をかけていただいたりなど自分の自
信に繋がる言葉をたくさんかけてもらった。
⑶　刑務所や受刑者（ワークショップの背景）
の印象や理解
刑務所や受刑者（ワークショップの背景）の
印象や理解については，学年による記述の差異
が顕著であった。
まず， １年目の学生の記述から，そのほとん
どが，実践以前は刑務所についてのネガティブ
なイメージが強かったことが窺われる（ａ）。
しかしながら，矯正展への参加の中で刑務所や
受刑者についての説明や施設見学を通して，新
たな理解や発見をし，不安が解消され，ポジ
ティブなイメージや身近な印象を抱いているこ
とが窺われる（ｅ，ｆ，ｇ）。
【学生からの報告書（抜粋）③】
（❶ １年目の学生）
○ネガティブなイメージ
ａ．矯正展に参加するまで，刑務所に対して受
刑者が生活しているところで，一般人は関
わることのない，厳しくこわい施設だとい
う印象しかなかった。
ｂ．刑務所が罪を犯した人が収容される施設と
いうことであまり良い印象はなく，矯正展
が誰を対象としてどのような目的をもった
催し物であるのか想像もつかなかった。
○新たな理解や発見
ｃ．食事に関しては，信仰している宗派によっ
て食事のメニューを変えたり，身長などの
体型に合わせて食事量を調節したりと細か
な配慮がなされていることに驚いた。
ｄ．私たちが使っている物の中にも刑務所で作
られたものがあるかもしれず，私たちの身
近な場所に刑務所に関わりのあるものがあ
るのだと感じた。
○イメージの変化（ポジティブなイメージや身
近な印象）
ｅ．私の中での刑務所のイメージは閉ざされた
空間の中にひっそりとある建物というもの
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でしたが，実際に訪れて中も拝見させて頂
いて印象が全く変わりました。運動場が設
備されていたり，太陽の光もたくさん感じ
られてとても明るい空間で，学校のような
場所だなと思いました。
ｆ．刑務所での役務は誰にでもできるようなも
のだけが用意されているのかと思っていま
したが，技術をもっている受刑者がそれを
発揮出来る機材を用意しておくことでより
高品質のものを作ることができ，そのため
に矯正展での販売や一般企業への材料・商
品提供を通してしっかりと利益を得られる
のだと分かりました。
ｇ．刑務所は暗く冷たいイメージがあるが，矯
正展で見学させていただくと収容者の健康
を考え朝は運動を実施していたり，私たち
が憧れるような機械を使っての家具作りや
洋裁，昼食も自分たちで作っていたりと
「生活」を感じることができた。
次に， ２年目の学生の記述から，多くの学生
がすでに昨年参加した時点で刑務所や受刑者に
ついての不安は軽減されており，刑務所や受刑
者と連携することがスムーズにできていること
が窺われた（ｈ，ｉ）。その上で，自分自身が
刑務所や受刑者について理解するだけでなく，
刑務所と地域のつながりが重要であること（ｊ，
ｋ）や，矯正展を通じて自らが参加者への理解
を促すことの意義（ｌ，ｍ）を感じていること，
そのためには自分自身が刑務所との連携にネガ
ティブな印象をもってはいけないとする意見も
見られている（ｎ）。このように， ２年目の学
生は，昨年の経験を踏まえながらより深くワー
クショップの意義を理解していると考えること
ができる。
ただし，不安が完全には払拭できていないこ
とが窺われる記述も見られている（ｏ，ｐ）。
【学生からの報告書（抜粋）④】
（❷ ２年目の学生）
ｈ．二年目で，京都刑務所がどのような場所な
のか，中はどのようになっているのかを去
年学ばせていただいた分，怖い・不安と
いった感情はなかった。
ｉ．刑務所の印象に関して， ２回の経験を通し，
間接的ではあるが，受刑者の方と連携する
ことができた。今まで遠く感じた存在が急
に身近に感じられ，刑務所に抱いていた暗
いイメージも払拭された。
ｊ．矯正展に参加をさせて頂いて，京都女子大
学と京都刑務所の方々との連携だけでなく，
京都にお住まいの地域の方々との関わりが，
とても大切であると感じた。
ｋ．子どもが刑務所のことを幼い頃から知って
おくことで，大人になった時にも，一人の
地域の関係者として，京都刑務所を支えて
いくことが出来るのではないかと思った。
ｌ．どのような経緯，意図でワークショップを
行っているのかについて参加者の方に知っ
てもらえるようなものを設置することが重
要で，それによって刑務所，受刑者に持つ
イメージが変わっていくのではないかと考
えた。
ｍ．ワークショップ内での「刑務所」「地域」
間の連携が薄いように感じた。学生のデザ
インを商品化することによる「刑務所」
「学生」間，そして活動を通してコミュニ
ケーションを図る「学生」「地域」間の連
携は十分にあった。しかし参加者との会話
の中で，「ペン立て&状差しは学生がデザ
インしたものを刑務所で作られた」ことを
口にしても，それに対して特に興味を持つ
参加者はごくわずかであった。そのため，
矯正展でワークショップを行っている理由
や経緯等をより会話の中に盛り込んでいく
と同時に，文章・図式化したものをブース
内に設置して，矯正展における本活動の意
図を知ってもらった上で作業ができるよう
に工夫することもまた必要であると感じた。
ｎ．今回のワークショップで受刑者へのイメー
ジの改善につながったはずが，それを伝え
る立場の我々が偏見のようなものを持って
いてはそれを妨げてしまう可能性がある。
ｏ．実際受付をしているときにデザインの説明
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をしていると「刑務所」という単語を無意
識のうちに使わないようにしていた学生が
いたということが分かった。
ｐ．今年のニュースで愛媛県の刑務所から受刑
者が脱走したというものもあるので，注意
が必要な場所ではあると考える。
５ ．木地制作における受刑者の声
継続して行われているこの活動において，受
刑者がどのように感じているかということを，
次の ２点「学生がデザインする木地づくりに対
して，どのような気持ちで作業しているか」
「学生が提供したデザイン（動物カスタネット，
ペン立て）を見てどう思ったか」について京都
刑務所作業部門矯正処遇官の方に依頼したとこ
ろ，以下のような聞き取り調査としての答えが
返ってきた。
「学生がデザインする木地づくりに対して，
どのような気持ちで作業しているか」という質
問に対して，「それを使う人の気持ちになって
制作でき，大人の考えではなく子ども心になり
ながら，デザイン等の作業を行うことができる」，
「刑務作業にわざわざいろんなデザインを提
供して頂いていることに対し，信頼を失わない
ように，制作物の品質向上と作業の効率化に一
層心がけることができます。期待に応えるよう
に作業しています」といった返答があった。
また，「学生が提供したデザイン（動物カス
タネット，ペン立て）を見てどう思ったか」と
いう質問に対して，「最初は単品でみていると
何か物足りなく感じる図案もありましたが，実
際に材料に焼き付けてみると，イメージより数
段よいものになりました」，「デザイン画も実物
より拡大して描いてくれているので，細かい線
も分かりやすくなり，満足のいく仕上がりに
なったと思います」，「京都女子大学からデザイ
ンを頂けたのはとてもありがたく思いました。
自分たちの社会復帰を支援する輪をより身近に
感じ，みんなの努力をとても感謝します」，「み
んなの努力を裏切らないよう，一日一日，安全
作業で早期の社会復帰を果たすように頑張りた
いと思いました」といった返答があった。
こうした「受刑者の声」から考えられること
は，学生のデザインを通して，制作やイメージ
に広がりがみられていることや，デザインを通
して学生や社会との繫がりを感じているようで
ある。そして，学生との共同活動を通して，制
作に対する充実感，ひいては更生への意識が高
まっていることが窺われる。
現時点では，受刑者の声の聞き取り調査は少
数であり，学生たちの実践活動への直接的な繋
がりはないが，今後はこのような受刑者の声な
ども参考とした木育教材による造形ワーク
ショップを展開していくことも重要であろう。
６ ．まとめ
このように， ２回連続して参加した学生の記
述の特徴や，初参加の学生のそれとの比較から，
「矯正展」への継続的な参加による学生の成長
について，以下のようなことが明らかとなった。
学生たちは，「矯正展」への継続的な参加に
より，刑務所や受刑者に対する理解の深まり，
不安の軽減などを感じていることがわかった。
そして，次第に造形ワークショップの活動への
余裕が生まれ，参加者への制作支援や関わりの
充実や刑務所や受刑者に対する啓蒙が生まれた。
これらは次第に支援技術の向上や造形ワーク
ショップの社会的な意義についての理解の深ま
りへと変化し，刑務所・受刑者，地域，大学の
連携への理解の深まりへと繋がることとなった。
このように，大学での木育による造形教材に
関する学びと京都刑務所の木工作業との連携を
通じて，地域への貢献とともに，学生は「木
育」による教材の作成や保育への応用，さらに
は幼稚園・保育園に加えて小学校での技術的な
指導のあり方を考えること，そして様々なコ
ミュニケーションなど多くのことを学び，自己
の技能や意識を向上させる結果となった。
今後もこの連携を継続的な活動として，刑務
所・地域への理解，連携を通した学生の意識向
上，そして木育教材の開発について検討してい
く必要があろう。
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